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はじめに

日日本本でで最最初初のの造造血血幹幹細細胞胞移移植植がが行行わわれれたたののはは 11997744 年年でですすがが、、11999900 年年代代にに入入っっててかからら

劇劇的的ににそそのの件件数数がが増増ええ、、近近年年でではは年年間間 55,,000000 件件をを超超ええるる造造血血幹幹細細胞胞移移植植がが実実施施さされれるるよよ

ううににななりりままししたた。。  

  ここのの治治療療法法はは、、今今日日でではは、、主主にに血血液液ののががんんででああるる白白血血病病ややリリンンパパ腫腫、、ああるるいいはは再再生生不不

良良性性貧貧血血ななどどのの根根治治療療法法ととししててのの役役割割をを担担っってていいまますす。。特特にに同同種種造造血血幹幹細細胞胞移移植植でではは、、

22000000 年年以以降降、、移移植植前前のの抗抗ががんん剤剤やや放放射射線線治治療療のの強強度度をを弱弱めめたた骨骨髄髄非非破破壊壊的的前前治治療療がが開開

発発さされれ、、そそれれままでではは原原則則 5500 歳歳ままででととさされれててききたた年年齢齢のの上上限限がが上上昇昇しし、、最最近近のの 55 年年間間でで

はは、、同同種種造造血血幹幹細細胞胞移移植植のの約約 55 割割がが 5500 歳歳以以上上のの患患者者にに対対ししてて行行わわれれてていいまますす。。  

  

  造造血血幹幹細細胞胞移移植植治治療療成成績績のの向向上上ににはは、、世世界界的的ににもも、、移移植植患患者者のの疾疾患患・・移移植植後後経経過過情情報報

のの収収集集とと解解析析がが重重要要なな役役割割をを担担っっててききままししたた。。日日本本ににおおいいててもも日日本本造造血血・・免免疫疫細細胞胞療療法法

学学会会（（JJSSTTCCTT））（（22002211 年年にに日日本本造造血血細細胞胞移移植植学学会会よよりり改改名名））がが中中心心ととななりり、、日日本本小小児児血血液液・・

ががんん学学会会、、日日本本骨骨髄髄ババンンクク、、日日本本ささいい帯帯血血ババンンククネネッットトワワーークク＊＊、、おおよよびび全全国国のの 330000 をを

超超ええるる施施設設（（診診療療科科））のの努努力力にによよりり、、2200 年年以以上上、、移移植植患患者者のの疾疾患患・・移移植植後後経経過過情情報報のの

収収集集とと解解析析がが行行わわれれててききてていいまますす。。ここのの役役割割をを担担ううデデーータタセセンンタターーととししてて、、22001133 年年 1100

月月よよりり日日本本造造血血細細胞胞移移植植デデーータタセセンンタターー（（JJDDCCHHCCTT））がが稼稼働働いいたたししままししたた。。22001144 年年 11 月月

のの「「移移植植にに用用いいるる造造血血幹幹細細胞胞のの適適切切なな提提供供のの推推進進にに関関すするる法法律律」」のの施施行行にに伴伴いい、、JJDDCCHHCCTT

はは「「造造血血幹幹細細胞胞移移植植のの患患者者ややドドナナーー情情報報のの収収集集・・分分析析」」をを国国のの支支援援ののももとと担担ううここととととなな

りりままししたた。。  

  

  解解析析結結果果はは、、ススラライイドド資資料料ととししててごご活活用用いいたただだけけるるよようう、、JJDDCCHHCCTT ののホホーームムペペーージジかか

ららダダウウンンロローードドででききるるよよううににももししてていいまますす。。市市民民講講座座やや患患者者会会、、講講演演やや医医療療系系のの学学生生講講

義義ななどどででごご利利用用いいたただだけけれればば幸幸いいでですす。。個個々々ののススラライイドドににはは、、説説明明書書ききをを加加ええままししたた。。  

  ススラライイドド資資料料のの前前半半ににはは移移植植件件数数のの集集計計結結果果（（疾疾患患ごごとと、、年年齢齢ごごとと、、ななどど））、、後後半半にに

はは生生存存曲曲線線（（移移植植種種類類ごごとと、、疾疾患患ごごとと、、疾疾患患移移植植時時病病期期ごごとと、、年年齢齢ごごとと、、ななどど））をを掲掲載載

ししてていいまますす。。  

  生生存存解解析析のの最最初初ににはは、、移移植植後後 110000 日日、、ああるるいいはは 336655 日日生生存存率率のの年年毎毎のの変変化化をを表表示示ししたた

ググララフフもも掲掲載載ししままししたた。。  

  ここここでで示示ししたた生生存存成成績績はは、、背背景景因因子子ななどどででのの調調整整をを行行っってていいなないい、、粗粗のの生生存存成成績績でですす。。

そそののたためめ、、生生存存成成績績どどううししのの比比較較ははここここでではは行行っってていいまませせんん。。「「ここのの場場合合ににははどどちちららをを

選選択択すすべべききかか？？」」ななどどのの疑疑問問にに答答ええるる場場合合ににはは、、目目的的にに応応じじたた研研究究（（前前向向ききなな臨臨床床試試験験

もも含含みみ））ととししてて検検討討すするる必必要要ががあありりまますす。。JJSSTTCCTT//JJDDCCHHCCTT ははここののよよううなな研研究究活活動動もも積積極極

的的にに推推進進ししてていいまますす。。  
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わわがが国国ににおおいいてて非非血血縁縁者者間間骨骨髄髄移移植植のの登登録録がが開開始始さされれたた 11999933 年年以以降降、、ままたた第第一一例例目目のの
ささいい帯帯血血移移植植がが行行わわれれたた 11999977 年年以以降降、、非非血血縁縁者者間間のの移移植植のの普普及及にによよりり同同種種移移植植をを受受けけるる
患患者者のの総総数数はは増増加加ししてていいるる。。近近年年でではは、、自自家家とと同同種種をを合合わわせせたた年年間間のの移移植植登登録録総総件件数数はは約約
55,,550000 件件にに及及ぶぶ。。 
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自自家家移移植植はは、、近近年年年年間間約約 22,,000000 例例のの登登録録ががななさされれてておおりり、、そそのの幹幹細細胞胞源源ととししててはは末末梢梢血血
幹幹細細胞胞がが主主にに用用いいらられれてていいるる。。  

わわがが国国ににおおいいてて非非血血縁縁者者間間骨骨髄髄移移植植のの登登録録がが開開始始さされれたた 11999933 年年以以降降、、ままたた第第一一例例目目のの
ささいい帯帯血血移移植植がが行行わわれれたた 11999977 年年以以降降、、非非血血縁縁者者間間のの移移植植のの普普及及にによよりり移移植植をを受受けけるる患患者者
のの総総数数はは増増加加ししてておおりり、、特特ににささいい帯帯血血移移植植のの増増加加はは著著ししいい。。ままたた、、非非血血縁縁者者間間末末梢梢血血幹幹細細
胞胞移移植植がが 22001100 年年かからら導導入入さされれ、、徐徐々々にに件件数数をを伸伸ばばししてていいるる。。  
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移移植植前前処処置置のの強強度度をを緩緩めめたたミミニニ移移植植のの普普及及にによよりり、、移移植植のの適適応応年年齢齢がが拡拡大大しし高高齢齢者者ににおお
けけるる移移植植件件数数がが増増加加ししてていいるる。。  

血血縁縁者者間間移移植植ににおおいいててはは、、特特にに末末梢梢血血幹幹細細胞胞移移植植でで高高齢齢者者ににおおけけるる移移植植件件数数がが増増加加ししてて
いいるる。。  
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非非血血縁縁者者間間骨骨髄髄移移植植、、末末梢梢血血幹幹細細胞胞移移植植、、ささいい帯帯血血移移植植のの、、いいずずれれのの細細胞胞種種類類ににおおいいてて
もも高高齢齢者者ににおおけけるる移移植植件件数数がが増増加加ししてておおりり、、近近年年 5500 歳歳以以上上のの移移植植例例がが約約半半数数をを占占めめるる。。  
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白白血血病病、、悪悪性性リリンンパパ腫腫ととももにに、、特特にに高高齢齢者者をを中中心心にに移移植植件件数数（（自自家家移移植植・・同同種種移移植植））がが
著著ししくく増増加加ししてていいるる。。    
近近年年でではは、、5500 歳歳以以上上のの割割合合はは白白血血病病でで約約 5500％％、、悪悪性性リリンンパパ腫腫でで約約 7700％％をを占占めめるる。。  
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小小児児ににおおけけるる同同種種移移植植はは、、急急性性白白血血病病((急急性性骨骨髄髄性性白白血血病病、、急急性性リリンンパパ性性白白血血病病))でで最最もも多多
くく、、同同種種移移植植全全体体のの 5544％％をを占占めめるる。。つついいでで、、同同種種移移植植件件数数のの多多いい小小児児のの再再生生不不良良性性貧貧血血はは希希
少少疾疾患患ででああるるがが、、重重症症//最最重重症症例例でではは同同種種骨骨髄髄移移植植がが第第一一選選択択ととさされれるるたためめ小小児児のの同同種種移移植植
件件数数のの 88％％程程度度をを占占めめるる。。  

小小児児のの固固形形腫腫瘍瘍ににおおいいててはは、、大大量量化化学学療療法法にによよるる造造血血機機能能不不全全をを救救済済すするるたためめにに自自家家移移植植
がが行行わわれれるるたためめ、、自自家家移移植植件件数数のの割割合合はは 8800％％前前後後ででああるる。。  

1166 歳歳以以上上ににおおけけるる同同種種移移植植はは、、急急性性白白血血病病((急急性性骨骨髄髄性性白白血血病病、、急急性性リリンンパパ性性白白血血病病))でで最最
もも多多くく、、同同種種移移植植全全体体のの 5577％％をを占占めめるる。。つついいでで、、非非ホホジジキキンンリリンンパパ腫腫、、骨骨髄髄異異形形成成症症候候群群、、
慢慢性性骨骨髄髄性性白白血血病病でで多多くく施施行行さされれてていいるる。。  

多多発発性性骨骨髄髄腫腫はは高高齢齢者者にに多多くく、、悪悪性性リリンンパパ腫腫とと同同じじくく患患者者数数はは増増加加傾傾向向ににああるる。。  
自自家家移移植植をを併併用用ししたた大大量量化化学学療療法法がが 6655 歳歳以以下下ででのの多多発発性性骨骨髄髄腫腫のの標標準準治治療療ととししてて確確立立しし

てておおりり、、約約 9900％％がが自自家家移移植植ででああるる。。  
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造血幹細胞移植件数の年次推移
●●●主な疾患●●●<0-15歳>
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小小児児のの固固形形腫腫瘍瘍ににおおいいててはは、、大大量量化化学学療療法法にによよるる造造血血機機能能不不全全をを救救済済すするるたためめにに自自家家移移
植植がが行行わわれれるるたためめ移移植植件件数数はは最最もも多多くく、、ここのの 1100 年年でではは横横ばばいいででああるる。。  

ままたた、、同同種種移移植植件件数数はは、、いいずずれれのの疾疾患患ににおおいいててももここのの 1100 年年ででははほほぼぼ横横ばばいいででああるる。。  
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造血幹細胞移植件数の年次推移
●●●主な疾患●●●<16歳以上>
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22000011 年年ににわわがが国国ににおおいいてて慢慢性性骨骨髄髄性性白白血血病病のの分分子子標標的的治治療療薬薬ととししててイイママチチニニブブがが承承認認
さされれ、、つついいででニニロロチチニニブブ、、ダダササチチニニブブがが承承認認さされれてて以以降降、、慢慢性性骨骨髄髄性性白白血血病病にに対対すするる移移植植
はは減減少少傾傾向向ににああるる。。  

悪悪性性リリンンパパ腫腫でではは患患者者数数はは増増加加ししてていいるるがが、、リリツツキキシシママブブ、、化化学学療療法法やや放放射射線線療療法法がが有有
効効ななここととがが多多いいたためめ、、同同種種移移植植をを第第一一治治療療ととししてて選選択択さされれるるここととはは多多くくなないい。。  

多多発発性性骨骨髄髄腫腫はは高高齢齢者者にに多多くく、、悪悪性性リリンンパパ腫腫とと同同じじくく成成人人ににおおけけるる自自家家移移植植件件数数はは増増加加
傾傾向向ににああるる。。  
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歳以上

造血幹細胞移植件数の年次推移
●●●幹細胞種類別の比率●●●

自家移植

～ 歳
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造血幹細胞移植件数の年次推移
●●●幹細胞種類別の比率●●●
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～ 歳

 

 

 

  

近近年年でではは、、00～～1155 歳歳ででのの自自家家移移植植ののおおよよそそ 9955％％、、1166 歳歳以以上上でではは 9999％％以以上上がが末末梢梢血血幹幹細細胞胞
にによよるる移移植植ででああるる。。  骨骨髄髄移移植植とと比比較較ししてて細細胞胞採採取取ににおおいいてて患患者者ささんんへへのの負負担担がが少少なないいこことと
やや、、顆顆粒粒球球ココロロニニーー刺刺激激因因子子((GG--CCSSFF))をを使使用用ししてて末末梢梢血血かからら移移植植細細胞胞をを採採取取すするる方方法法がが 22000000
年年にに保保険険適適応応ととななっったたここととななどどのの理理由由にによよりり、、自自家家末末梢梢血血幹幹細細胞胞移移植植件件数数がが増増加加しし、、自自家家
骨骨髄髄移移植植はは減減少少傾傾向向ににああるる。。  

ささいい帯帯血血移移植植のの普普及及にに伴伴いい、、同同種種骨骨髄髄移移植植のの割割合合はは減減少少傾傾向向ににああるる。。    
近近年年でではは、、同同種種移移植植のの 3300％％以以上上ががささいい帯帯血血にによよるる移移植植ででああるる。。  
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歳以上

造血幹細胞移植件数の年次推移
●●●幹細胞種類別の比率●●●

～ 歳

非血縁者間同種移植

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

非非血血縁縁者者間間のの移移植植にに限限っったた場場合合ににおおいいててもも、、ささいい帯帯血血移移植植はは増増加加傾傾向向ににあありり、、近近年年でではは
非非血血縁縁者者間間移移植植のの半半数数をを超超ええるる。。  
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移植時年齢
1166～～5500歳

同種移植

 

 

 

 

  

00～～1155 歳歳のの同同種種移移植植ににおおいいてて、、血血縁縁者者間間移移植植にに比比較較ししてて非非血血縁縁者者間間移移植植のの伸伸びび率率はは高高いい。。
近近年年はは、、血血縁縁者者間間とと非非血血縁縁者者間間のの移移植植件件数数ははほほぼぼ横横ばばいいでであありり、、非非血血縁縁者者間間移移植植のの割割合合はは、、
6600％％程程度度ででああるる。。  

1166～～5500 歳歳のの同同種種移移植植ににおおいいてて、、血血縁縁者者間間ででのの骨骨髄髄移移植植ああるるいいはは末末梢梢血血幹幹細細胞胞移移植植件件数数はは
近近年年ほほぼぼ横横ばばいいでであありり、、非非血血縁縁者者間間ににおおいいててはは特特ににささいい帯帯血血移移植植のの件件数数はは増増加加傾傾向向ででああるる。。  
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移移植植前前処処置置のの強強度度をを緩緩めめたたミミニニ移移植植のの普普及及にによよりり、、高高齢齢者者ででのの同同種種移移植植件件数数ははいいずずれれのの
移移植植細細胞胞種種類類ににおおいいててもも著著ししくく増増加加ししてていいるる。。  
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造血幹細胞移植件数の推移
●●●白血病リスク分類別の比率●●●
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造血幹細胞移植件数の推移
●●●移植前治療強度別の比率●●●
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移植時病期に基づくリスク分類
標準リスク 急性骨髄性白血病 ：初回寛解期／第二寛解期

急性リンパ性白血病：初回寛解期
慢性骨髄性白血病 ：完全血液学的反応 ／初回慢性期
骨髄異形成症候群 ： 分類 ／

／ ／ ／
／ ／

旧分類・ 分類 ／ ／ ／ ／
高リスク 上記以外

前前治治療療にによよるる毒毒性性のの低低いい骨骨髄髄非非破破壊壊的的移移植植のの普普及及にによよりり、、高高齢齢者者ななどど移移植植適適応応がが増増大大ししたた
ここととがが全全体体のの移移植植件件数数のの増増加加にに大大ききくく寄寄与与ししてていいるる。。近近年年、、いいずずれれのの同同種種移移植植種種類類ににおおいいてて
もも骨骨髄髄非非破破壊壊的的前前治治療療はは 4400～～5500％％程程度度ででああるる。。  

治治療療困困難難ととさされれるる白白血血病病のの高高リリススクク群群ににおおいいててもも、、盛盛んんにに同同種種造造血血細細胞胞移移植植がが実実施施さされれてて
いいるる。。    

骨髄破壊的前治療 全身放射線照射や大量抗がん剤治療により、骨髄中のがん細胞を正常な血液細胞とともに全滅させること
を主な目的とする移植前治療

骨髄非破壊的前治療 免疫抑制を主な目的とする骨髄抑制の強くない薬剤による移植前治療
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造血幹細胞移植件数の年次推移
●●● 適合度別●●●

血縁者間同種移植

 

 

 

 

 

 

 
＊集計対象は、移植細胞種類が骨髄、末梢血幹細胞、または骨髄+末梢血幹細胞の移植例です。 
＊HLA の不適合数は、GVH 方向の不適合数をカウントしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

血血縁縁者者間間移移植植ににおおいいてて、、HHLLAA 適適合合移移植植がが最最もも多多いいがが、、GGVVHHDD 予予防防法法のの開開発発にに伴伴いい、、22001100 年年
以以降降ハハププロロ移移植植のの件件数数はは著著ししくく増増加加ししてておおりり、、近近年年でではは HHLLAA 適適合合移移植植件件数数のの年年間間登登録録件件数数
にに及及びびつつつつああるる。。  
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•同種移植：移植時年齢 歳以上

•同種移植：移植時年齢 歳未満

•自家移植：移植時年齢 歳以上

•自家移植：移植時年齢 歳未満
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移植後１１００００日・３３６６５５日 生存率の年次推移
自家 同種 歳未満 歳以上

自家移植
同種移植

移植後 日生存率

移植件数
生存率の解析対象

移植後 日生存率

 

 

 

•同種移植：移植時年齢 歳以上
•同種移植：移植時年齢 歳未満

•自家移植：移植時年齢 歳以上

•自家移植：移植時年齢 歳未満
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移植件数
生存率の解析対象
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＊初回の移植例を対象とした解析結果です。  
＊点線(…)は、移植件数が 100 件未満で算出した生存率を示しております。  

移移植植後後 336655 日日((11 年年))ででのの生生存存率率はは、、5500 歳歳未未満満、、5500 歳歳以以上上ででのの自自家家移移植植、、同同種種移移植植例例いいずずれれ
ににおおいいててもも、、ここのの 1100 年年でで向向上上ししてていいるる傾傾向向ががみみらられれるる。。  

自自家家移移植植後後 336655 日日生生存存率率はは 5500 歳歳未未満満、、5500 歳歳以以上上でで同同等等のの成成績績がが得得らられれてていいるる。。  

同同種種移移植植後後 110000 日日ででのの生生存存率率はは、、ここのの 1100 年年ででわわずずかかにに向向上上ししてていいるる傾傾向向ががみみらられれるる。。  
自自家家移移植植後後のの 110000 日日生生存存率率はは 5500 歳歳未未満満、、5500 歳歳以以上上でで同同等等のの成成績績がが得得らられれてていいるる。。  
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•非血縁者間 さい帯血移植
•非血縁者間 骨髄移植

•血縁者間 末梢血幹細胞移植•血縁者間 骨髄移植
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•非血縁者間 さい帯血移植

•非血縁者間 骨髄移植

•血縁者間 末梢血幹細胞移植

•血縁者間 骨髄移植
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＊初回の移植例を対象とした解析結果です。  
＊点線(…)は、移植件数が 100 件未満で算出した生存率を示しております。   

5500 歳歳未未満満ででのの血血縁縁者者間間、、非非血血縁縁者者間間のの同同種種移移植植後後 336655 日日ででのの生生存存率率はは、、ここのの 1100 年年でで向向上上
ししてていいるる傾傾向向ががみみらられれるる。。  
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5500 歳歳未未満満ででのの血血縁縁者者間間、、非非血血縁縁者者間間のの同同種種移移植植後後 110000 日日ででのの生生存存率率はは、、ここのの 1100 年年でで向向上上
ししてていいるる傾傾向向ががみみらられれるる。。  
近近年年、、骨骨髄髄移移植植ににおおいいててはは血血縁縁者者間間、、非非血血縁縁者者間間のの移移植植でで同同等等のの成成績績がが得得らられれてていいるる。。  
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•非血縁者間
さい帯血移植

•非血縁者間 骨髄移植

•血縁者間
末梢血幹細胞移植

•血縁者間 骨髄移植
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•非血縁者間
さい帯血移植

•非血縁者間 骨髄移植
•血縁者間 末梢血幹細胞移植

•血縁者間 骨髄移植
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生存率の解析対象
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＊初回の移植例を対象とした解析結果です。  
＊点線(…)は、移植件数が 100 件未満で算出した生存率を示しております。   

5500 歳歳以以上上ででのの非非血血縁縁者者間間のの同同種種移移植植後後 110000 日日ででのの生生存存率率はは、、ここのの 1100 年年でで向向上上ししてていいるる傾傾
向向ががみみらられれるる。。  

5500 歳歳以以上上ででのの非非血血縁縁者者間間のの同同種種移移植植後後 336655 日日ででのの生生存存率率はは、、ここのの 1100 年年でで向向上上ししてていいるる傾傾
向向ががみみらられれるる。。  
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•高リスク群 移植時年齢 歳以上

•高リスク群 移植時年齢 歳未満

•標準リスク群 移植時年齢 歳以上•標準リスク群 移植時年齢 歳未満
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●●●白血病リスク分類別●●●<急性骨髄性白血病 急性リンパ性白血病 慢性骨髄性白血病 骨髄異形成症候群

移植後 日生存率

移植件数
生存率の解析対象

移植後 日生存率
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＊初回の移植例を対象とした解析結果です。  
＊点線(…)は、移植件数が 100 件未満で算出した生存率を示しております。 
 

移植時病期に基づくリスク分類 
標準リスク群：  急性骨髄性白血病 (初回寛解期／第二寛解期),  

急性リンパ性白血病 (初回寛解期),  
慢性骨髄性白血病 (完全血液学的反応(CHR)／初回慢性期),  
骨髄異形成症候群 (WHO2017 分類：MDS with single lineage dysplasia／MDS-RS and single lineage dysplasia 

／MDS-RS and multilineage dysplasia／MDS with multilineage dysplasia／MDS with isolated del(5q) 
／MDS, unclassifiable／Refractory cytopenia of childhood (provisional entity) 
WHO 旧分類・FAB 分類：RA／RARS／RCMD／RCMD-RS／5q-syndrome) 

高リスク群    ：：  上記以外  

白白血血病病にに対対すするる移移植植後後 336655 日日ででのの生生存存率率はは、、近近年年でではは、、ごごくくわわずずかかにに向向上上傾傾向向ににああるる。。    
ままたた、、各各リリススクク群群ににおおいいてて若若年年者者とと高高齢齢者者をを比比較較すするるとと、、若若年年者者のの移移植植成成績績がが良良好好ででああるる。。  

白白血血病病のの高高リリススクク群群にに対対すするる移移植植後後 110000 日日ででのの生生存存率率はは、、ここのの 1100 年年間間でで 5500 歳歳未未満満ににおおいい
てて向向上上ししてていいるる傾傾向向ががみみらられれるる。。ままたた、、5500 歳歳以以上上ににおおいいててもも 1100 年年前前とと比比較較すするるとと、、移移植植件件
数数もも伸伸びびてておおりり、、ままたた移移植植成成績績のの向向上上ももみみらられれるる。。  
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1991年～2020年に移植された登録例の生存率 (初回移植)

•自家移植

•同種移植

移植後の成績
●●●全体●●●

  

 

 

 

 

 

•血縁者間 骨髄移植

•非血縁者間 骨髄移植

移植後の成績
●●●同種移植 幹細胞種類別●●●
1991年～2020年に移植された登録例の生存率 (初回移植)

•非血縁者間 さい帯血移植
•血縁者間 末梢血幹細胞移植

•非血縁者間 末梢血幹細胞移植

 

 

 

 

  

血血縁縁者者かかららのの骨骨髄髄移移植植のの移移植植後後 55 年年のの生生存存率率はは 5588..55％％、、移移植植後後 1100 年年はは 5544..66％％ででああるる。。  
非非血血縁縁者者かかららのの骨骨髄髄移移植植のの移移植植後後 55 年年生生存存率率はは 5511..33％％でであありり、、移移植植後後 1100 年年生生存存率率はは 4466..44％％

ででああるる。。  
22001100 年年導導入入のの非非血血縁縁者者間間末末梢梢血血幹幹細細胞胞移移植植をを除除くく同同種種移移植植ののいいずずれれににおおいいててもも移移植植後後 55

年年以以降降のの生生存存率率のの低低下下はは緩緩ややかかででああるる。。  

自自家家移移植植のの生生存存率率はは、、移移植植後後 11 年年でで 8800％％以以上上でであありり、、移移植植後後 1100 年年後後のの生生存存率率はは 5511..11％％でで
ああるる。。同同種種移移植植のの生生存存率率はは、、移移植植後後 11 年年でで 6644..99％％でであありり、、移移植植後後 1100 年年後後のの生生存存率率はは 4444..77％％でで
ああるる。。  
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移植後の成績
●●●白血病●●●
1991年～2020年に移植された登録例の生存率 (初回移植)

•慢性骨髄性白血病

•急性リンパ性白血病
•骨髄異形成症候群

•急性骨髄性白血病

•成人 細胞性白血病

 

 

 

 

 

 

移植後の成績
●●●悪性リンパ腫 多発性骨髄腫を含む形質細胞性腫瘍●●●

•ホジキンリンパ腫
•非ホジキンリンパ腫

•上記以外のリンパ腫 病型不明
•多発性骨髄腫を含む形質細胞性腫瘍

1991年～2020年に移植された登録例の生存率 (初回移植)

 

 

 

 

  

非非ホホジジキキンンリリンンパパ腫腫、、ホホジジキキンンリリンンパパ腫腫のの移移植植後後 55 年年のの生生存存率率はは 5577..44％％とと 6699..55％％、、移移植植後後
1100 年年生生存存率率はは 5500..00％％とと 6622..33％％でであありり、、ホホジジキキンンリリンンパパ腫腫ののほほううががやややや高高いい。。    

多多発発性性骨骨髄髄腫腫をを含含むむ形形質質細細胞胞性性腫腫瘍瘍ににおおけけるる初初回回移移植植ののほほととんんどどがが自自家家移移植植ででああるる。。自自
家家ままたたはは同同種種のの移移植植全全体体ででのの移移植植後後 11 年年生生存存率率はは 9922..44％％とと良良好好ででああるるがが、、移移植植後後 1100 年年生生存存
率率はは 4411..33％％ででああるる。。  

急急性性骨骨髄髄性性白白血血病病とと急急性性リリンンパパ性性白白血血病病でではは、、移移植植後後 55 年年のの生生存存率率はは 4455..88％％とと 5511..88％％ででああ
りり、、移移植植後後 1100 年年生生存存率率はは 4411..22％％とと 4477..44％％ででああるる。。  

ままたた、、慢慢性性骨骨髄髄性性白白血血病病ににおおいいててはは、、治治療療薬薬のの普普及及にによよりり移移植植件件数数はは減減少少ししたたがが、、移移植植
後後 55 年年、、移移植植後後 1100 年年のの生生存存率率ととももにに 5500％％をを上上回回っってていいるる。。  

成成人人 TT 細細胞胞性性白白血血病病でではは、、移移植植後後 11 年年生生存存率率がが 4466..00％％、、移移植植後後 1100 年年生生存存率率でではは 2255..99％％でで
ああるる。。  
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移植後の成績 年齢別
●●●白血病急性骨髄性白血病 急性リンパ性白血病●●●<自家><0-15歳/16歳以上 1166歳以上

移植時年齢
00～～1155歳自家移植

1991年～2020年に移植された登録例の生存率 (初回移植)

•急性骨髄性白血病 移植時年齢 歳

•急性骨髄性白血病 移植時年齢 歳以上

•急性リンパ性白血病 移植時年齢 歳以上
•急性リンパ性白血病 移植時年齢 歳

 

 

 

 

 

 

移植後の成績 年齢別
●●●悪性リンパ腫非ホジキンリンパ腫 ホジキンリンパ腫●●●<自家><0-15歳/16歳以上1166歳以上

移植時年齢
00～～1155歳自家移植

1991年～2020年に移植された登録例の生存率 (初回移植)

•ホジキンリンパ腫 移植時年齢 歳
•非ホジキンリンパ腫 移植時年齢 歳

•ホジキンリンパ腫 移植時年齢 歳以上
•非ホジキンリンパ腫 移植時年齢 歳以上

 

 

 

 

  

非非ホホジジキキンンリリンンパパ腫腫、、ホホジジキキンンリリンンパパ腫腫ににおおいいててはは 00～～1155 歳歳ででのの自自家家移移植植後後 55 年年のの生生存存率率
ははいいずずれれもも約約 7700％％ででああるる。。  

1166 歳歳以以上上ででのの自自家家移移植植後後のの生生存存率率はは、、ホホジジキキンンリリンンパパ腫腫ににおおいいてて移移植植後後 11 年年でではは 8899..33％％
とと良良好好でであありり、、移移植植後後 1100 年年でで 6644..77％％ででああるる。。  

急急性性骨骨髄髄性性白白血血病病ににおおいいててはは、、00～～1155 歳歳とと 1166 歳歳以以上上のの自自家家移移植植後後 55 年年生生存存率率はは 6655％％前前後後
ででああるる。。    

急急性性リリンンパパ性性白白血血病病ににおおいいててはは、、00～～1155 歳歳のの自自家家移移植植後後 55 年年生生存存率率はは 5599..77％％、、1166 歳歳以以上上でで
はは 3311..44％％でであありり、、年年齢齢ににおおいいてて生生存存率率がが異異ななるる。。  生

存
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移植後の成績
●●●多発性骨髄腫●●●<自家><16歳以上>

移植時年齢

1166歳以上
自家移植

1991年～2020年に移植された登録例の生存率 (初回移植)

自家移植

 

 

 

 

 

  

多多発発性性骨骨髄髄腫腫をを含含むむ形形質質細細胞胞性性腫腫瘍瘍ににおおいいててはは、、1166 歳歳以以上上ででのの自自家家移移植植後後 11 年年生生存存率率はは
9933..77％％とと良良好好ででああるるがが、、移移植植後後 1100 年年生生存存率率はは 4411..99％％ででああるる。。  
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移植後の成績
●●●急性骨髄性白血病●●●<同種><0-15歳>

移植時年齢

00～～1155歳
同種移植

•非血縁者間さい帯血移植

•非血縁者間 骨髄移植

•血縁者間 骨髄移植

•血縁者間 末梢血幹細胞移植

直近10年(2011年～2020年)に移植された登録例の生存率 (初回移植)

 

 

 

 

 

移植後の成績
●●●急性骨髄性白血病●●●<同種><16歳以上>

移植時年齢

1166歳以上
同種移植

•血縁者間 骨髄移植

•非血縁者間 骨髄移植
•血縁者間 末梢血幹細胞移植

•非血縁者間 さい帯移植

直近10年(2011年～2020年)に移植された登録例の生存率 (初回移植)

 

 

 

 

  

急急性性骨骨髄髄性性白白血血病病ににおおけけるる 1155 歳歳以以下下ででのの同同種種移移植植ににおおいいてて、、直直近近 1100 年年間間のの初初回回移移植植のの登登
録録件件数数はは約約 770000 件件でであありり、、非非血血縁縁者者間間ささいい帯帯血血移移植植がが 4400％％程程度度をを占占めめるる。。  

移移植植後後 55 年年生生存存率率はは、、血血縁縁者者間間移移植植でではは 5500％％程程度度でであありり、、非非血血縁縁者者間間移移植植でではは 6600％％程程度度
ででああるる。。  

急急性性骨骨髄髄性性白白血血病病ににおおけけるる 1166 歳歳以以上上ででのの同同種種移移植植ににおおいいてて、、直直近近 1100 年年間間のの初初回回移移植植のの登登
録録件件数数はは 1100,,000000 件件をを超超ええ、、非非血血縁縁者者間間移移植植がが多多くく行行わわれれてていいるる。。  

移移植植後後 55 年年生生存存率率はは、、血血縁縁、、非非血血縁縁者者間間移移植植ととももにに 4400～～5500％％程程度度ででああるる。。  
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移植後の成績
●●●急性骨髄性白血病●●●

移植時年齢

00～～1155歳
適合

同胞間移植

直近10年(2011年～2020年)に移植された登録例の生存率 (初回移植)

•標準リスク群

•高リスク群

 

 

 

 

 

移植後の成績
●●●急性骨髄性白血病●●●

移植時年齢

1166歳以上
適合

同胞間移植

直近10年(2011年～2020年)に移植された登録例の生存率 (初回移植)

•標準リスク群

•高リスク群

 

 

 

 

 
移植時病期に基づくリスク分類 

標準リスク群：初回寛解期／第二寛解期 
高リスク群  ：第三以降の寛解期／初回寛解導入不能(PIF)／初発状態(未治療)／再発   

急急性性骨骨髄髄性性白白血血病病ににおおけけるる 1166 歳歳以以上上ででのの HHLLAA 適適合合同同胞胞間間移移植植ににおおいいてて、、直直近近 1100 年年間間のの初初
回回移移植植のの登登録録件件数数はは約約 22,,000000 件件でであありり、、標標準準リリススクク群群がが多多いい。。  

移移植植後後 55 年年生生存存率率はは、、標標準準リリススクク群群でではは 6611..00％％でであありり、、高高リリススクク群群でではは 2266..00％％ででああるる。。  

急急性性骨骨髄髄性性白白血血病病ににおおけけるる 1155 歳歳以以下下ででのの HHLLAA 適適合合同同胞胞間間移移植植ににおおいいてて、、直直近近 1100 年年間間のの初初
回回移移植植のの登登録録件件数数はは 110000 件件未未満満でであありり、、標標準準リリススクク群群がが 6655％％をを占占めめるる。。  

移移植植後後 55 年年生生存存率率はは、、標標準準リリススクク群群でではは 6677..99％％だだがが、、高高リリススクク群群でではは 3388..44％％ででああるる。。  
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移植後の成績
●●●急性骨髄性白血病●●●

移植時年齢

00～～1155歳
非血縁者間
骨髄移植

直近10年(2011年～2020年)に移植された登録例の生存率 (初回移植)

•標準リスク群

•高リスク群

 

 

 

 

 

移植後の成績
●●●急性骨髄性白血病●●●

移植時年齢

1166歳以上
非血縁者間
骨髄移植

直近10年(2011年～2020年)に移植された登録例の生存率 (初回移植)

•標準リスク群

•高リスク群

 

 

 

 

 
移植時病期に基づくリスク分類 

標準リスク群：初回寛解期／第二寛解期 
高リスク群  ：第三以降の寛解期／初回寛解導入不能(PIF)／初発状態(未治療)／再発   

急急性性骨骨髄髄性性白白血血病病ににおおけけるる 1155 歳歳以以下下ででのの非非血血縁縁者者間間骨骨髄髄移移植植ににおおいいてて、、直直近近 1100 年年間間のの初初
回回移移植植のの登登録録件件数数はは約約 115500 件件でであありり、、標標準準リリススクク群群がが多多いい。。  

移移植植後後 55 年年生生存存率率はは、、標標準準リリススクク群群でで 8800..22％％ででああるる。。  

急急性性骨骨髄髄性性白白血血病病ににおおけけるる 1166 歳歳以以上上ででのの非非血血縁縁者者間間骨骨髄髄移移植植ににおおいいてて、、直直近近 1100 年年間間のの初初
回回移移植植のの登登録録件件数数はは 33,,000000 件件をを超超ええ、、標標準準リリススクク群群がが 6677％％をを占占めめるる。。  

移移植植後後 55 年年生生存存率率はは、、標標準準リリススクク群群でではは 6600..77％％、、高高リリススクク群群でではは 2266..88％％ででああるる。。  
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移植後の成績
●●●急性骨髄性白血病●●●

移植時年齢

00～～1155歳
非血縁者間
さい帯血移植

直近10年(2011年～2020年)に移植された登録例の生存率 (初回移植)

•標準リスク群

•高リスク群

 

 

 

 

 

移植後の成績
●●●急性骨髄性白血病●●●

移植時年齢

1166歳以上
非血縁者間
さい帯血移植

直近10年(2011年～2020年)に移植された登録例の生存率 (初回移植)

•標準リスク群

•高リスク群

 

 

 

 

 
 移植時病期に基づくリスク分類 

標準リスク群：初回寛解期／第二寛解期 
高リスク群  ：第三以降の寛解期／初回寛解導入不能(PIF)／初発状態(未治療)／再発   

急急性性骨骨髄髄性性白白血血病病ににおおけけるる 1155 歳歳以以下下ででのの非非血血縁縁者者間間ささいい帯帯血血移移植植ににおおいいてて、、直直近近 1100 年年間間
のの初初回回移移植植のの登登録録件件数数はは約約 330000 件件でであありり、、標標準準リリススクク群群がが多多いい。。  

移移植植後後 55 年年生生存存率率はは、、標標準準リリススクク群群でではは 7755..66％％、、高高リリススクク群群でではは 2277..88％％ででああるる。。  

急急性性骨骨髄髄性性白白血血病病ににおおけけるる 1166 歳歳以以上上ででのの非非血血縁縁者者間間ささいい帯帯血血移移植植ににおおいいてて、、直直近近 1100 年年間間
のの初初回回移移植植のの登登録録件件数数はは約約 44,,000000 件件でであありり、、高高リリススクク群群がが半半数数をを超超ええるる。。  

移移植植後後 55 年年生生存存率率はは、、標標準準リリススクク群群でではは 5588..88％％、、高高リリススクク群群でではは 2277..33％％ででああるる。。  
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移植後の成績
●●●急性リンパ性白血病●●●<同種><0-15歳>

移植時年齢

00～～1155歳
同種移植

•非血縁者間 骨髄移植

•血縁者間 骨髄移植

•非血縁者間さい帯血移植

•血縁者間 末梢血幹細胞移植

直近10年(2011年～2020年)に移植された登録例の生存率 (初回移植)

 

 

 

 

 

移植後の成績
●●●急性リンパ性白血病●●●<同種><16歳以上>

移植時年齢

1166歳以上
同種移植

•血縁者間 骨髄移植

•非血縁者間 骨髄移植

•血縁者間 末梢血幹細胞移植

•非血縁者間 さい帯血移植

直近10年(2011年～2020年)に移植された登録例の生存率 (初回移植)

 

 

 

 

  

急急性性リリンンパパ性性白白血血病病ににおおけけるる 1155 歳歳以以下下ででのの同同種種移移植植ににおおいいてて、、直直近近 1100 年年間間のの初初回回移移植植のの
登登録録件件数数はは約約 11,,000000 件件でであありり、、非非血血縁縁者者間間ささいい帯帯血血移移植植がが多多いい。。  

移移植植後後 55 年年生生存存率率はは、、血血縁縁者者間間骨骨髄髄移移植植、、非非血血縁縁者者間間移移植植でではは 6655～～7700％％程程度度ででああるる。。  

急急性性リリンンパパ性性白白血血病病ににおおけけるる 1166 歳歳以以上上ででのの同同種種移移植植ににおおいいてて、、直直近近 1100 年年間間のの初初回回移移植植のの
登登録録件件数数はは約約 44,,000000 件件でであありり、、非非血血縁縁者者間間骨骨髄髄移移植植がが多多くく行行わわれれてていいるる。。  

移移植植後後 55 年年生生存存率率はは、、血血縁縁、、非非血血縁縁者者間間移移植植ととももにに 5500～～6655％％程程度度ででああるる。。  
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移植後の成績
●●●急性リンパ性白血病●●●

移植時年齢

00～～1155歳
適合

同胞間移植

直近10年(2011年～2020年)に移植された登録例の生存率 (初回移植)

•標準リスク群

•高リスク群

 

 

 

 

 

移植後の成績
●●●急性リンパ性白血病●●●

移植時年齢

1166歳以上
適合

同胞間移植

直近10年(2011年～2020年)に移植された登録例の生存率 (初回移植)

•標準リスク群

•高リスク群

 

 

 

 

 
 移植時病期に基づくリスク分類 

標準リスク群：初回寛解期 
高リスク群  ：第二以降の寛解期／初回寛解導入不能(PIF)／初回寛解導入不能(髄外病変のみ)／初発状態(未治療)／再発  

急急性性リリンンパパ性性白白血血病病ににおおけけるる 1155 歳歳以以下下ででのの HHLLAA 適適合合同同胞胞間間移移植植ににおおいいてて、、直直近近 1100 年年間間のの
初初回回移移植植のの登登録録件件数数はは約約 115500 件件でであありり、、標標準準リリススクク群群とと高高リリススクク群群ははほほぼぼ同同数数ででああるる。。  

移移植植後後 55 年年生生存存率率はは、、標標準準リリススクク群群でではは 9900..88％％とと良良好好でであありり、、高高リリススクク群群でではは 5522..22％％ででああ
るる。。  

急急性性リリンンパパ性性白白血血病病ににおおけけるる 1166 歳歳以以上上ででのの HHLLAA 適適合合同同胞胞間間移移植植ににおおいいてて、、直直近近 1100 年年間間のの
初初回回移移植植のの登登録録件件数数はは約約 990000 件件でであありり、、標標準準リリススクク群群がが約約 8800％％をを占占めめるる。。  

移移植植後後 55 年年生生存存率率はは、、標標準準リリススクク群群でではは 7711..55％％、、高高リリススクク群群でではは 3399..66％％ででああるる。。  
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移植後の成績
●●●急性リンパ性白血病●●●

移植時年齢

00～～1155歳
非血縁者間
骨髄移植

直近10年(2011年～2020年)に移植された登録例の生存率 (初回移植)

•標準リスク群

•高リスク群

 

 

 

 

 

移植後の成績
●●●急性リンパ性白血病●●●

移植時年齢

1166歳以上
非血縁者間
骨髄移植

直近10年(2011年～2020年)に移植された登録例の生存率 (初回移植)

•標準リスク群

•高リスク群

 

 

 

 

 
移植時病期に基づくリスク分類 

標準リスク群：初回寛解期 
高リスク群  ：第二以降の寛解期／初回寛解導入不能(PIF)／初回寛解導入不能(髄外病変のみ)／初発状態(未治療)／再発  

急急性性リリンンパパ性性白白血血病病ににおおけけるる 1155 歳歳以以下下ででのの非非血血縁縁者者間間骨骨髄髄移移植植ににおおいいてて、、直直近近 1100 年年間間のの
初初回回移移植植のの登登録録件件数数はは約約 225500 件件でであありり、、標標準準リリススクク群群とと高高リリススクク群群ははほほぼぼ同同数数ででああるる。。  

移移植植後後 55 年年生生存存率率はは、、標標準準リリススクク群群でではは 8877..22％％、、高高リリススクク群群でではは 5544..88％％ででああるる。。  

急急性性リリンンパパ性性白白血血病病ににおおけけるる 1166 歳歳以以上上ででのの非非血血縁縁者者間間骨骨髄髄移移植植ににおおいいてて、、直直近近 1100 年年間間のの
初初回回移移植植のの登登録録件件数数はは約約 11,,660000 件件でであありり、、標標準準リリススクク群群ががおおよよそそ 7755％％をを占占めめるる。。  

移移植植後後 55 年年生生存存率率はは、、標標準準リリススクク群群でではは 6688..99％％、、高高リリススクク群群でで 3344..44％％ででああるる。。  
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移植後の成績
●●●急性リンパ性白血病●●●

移植時年齢

00～～1155歳
非血縁者間
さい帯血移植

直近10年(2011年～2020年)に移植された登録例の生存率 (初回移植)

•標準リスク群

•高リスク群

 

 

 

 

 

移植後の成績
●●●急性リンパ性白血病●●●

移植時年齢

1166歳以上
非血縁者間
さい帯血移植

直近10年(2011年～2020年)に移植された登録例の生存率 (初回移植)

•標準リスク群

•高リスク群

 

 

 

 

 
移植時病期に基づくリスク分類 
標準リスク群：初回寛解期 
高リスク群  ：第二以降の寛解期／初回寛解導入不能(PIF)／初回寛解導入不能(髄外病変のみ)／初発状態(未治療)／再発  

急急性性リリンンパパ性性白白血血病病ににおおけけるる 1155 歳歳以以下下ででのの非非血血縁縁者者間間ささいい帯帯血血移移植植ににおおいいてて、、直直近近 1100
年年間間のの初初回回移移植植のの登登録録件件数数はは約約 440000 件件でであありり、、標標準準リリススクク群群とと高高リリススクク群群ははほほぼぼ同同数数ででああ
るる。。  

移移植植後後 55 年年生生存存率率はは、、標標準準リリススクク群群でではは 8833..99％％、、高高リリススクク群群でではは 5577..22％％ででああるる。。  

急急性性リリンンパパ性性白白血血病病ににおおけけるる 1166 歳歳以以上上ででのの非非血血縁縁者者間間ささいい帯帯血血移移植植ににおおいいてて、、直直近近 1100
年年間間のの初初回回移移植植のの登登録録件件数数はは約約 11,,000000 件件でであありり、、標標準準リリススクク群群がが 6644％％をを占占めめるる。。  

移移植植後後 55 年年生生存存率率はは、、標標準準リリススクク群群でではは 6688..99％％、、高高リリススクク群群でではは 3300..00％％ででああるる。。  
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移植後の成績
●●●慢性骨髄性白血病●●●<同種><0-15歳>

移植時年齢

00～～1155歳
同種移植

•非血縁者間 さい帯血移植

•非血縁者間 骨髄移植
•血縁者間 骨髄移植

•血縁者間 末梢血幹細胞移植

直近10年(2011年～2020年)に移植された登録例の生存率 (初回移植)

 

 

 

 

 

移植後の成績
●●●慢性骨髄性白血病●●●<同種><16歳以上>

移植時年齢

1166歳以上
同種移植

•血縁者間 骨髄移植

•非血縁者間 骨髄移植
•血縁者間末梢血幹細胞移植

•非血縁者間 さい帯移植

直近10年(2011年～2020年)に移植された登録例の生存率 (初回移植)

 

 

 

 

  

慢慢性性骨骨髄髄性性白白血血病病ににおおけけるる 1155 歳歳以以下下ででのの同同種種移移植植ににおおいいてて、、直直近近 1100 年年間間のの初初回回移移植植のの登登
録録件件数数はは 5500 件件未未満満でであありり、、そそのの中中でで血血縁縁者者間間骨骨髄髄移移植植がが多多くく行行わわれれてていいるる。。  

移移植植後後 55 年年生生存存率率はは、、血血縁縁者者間間骨骨髄髄移移植植でで 7755..00％％、、非非血血縁縁者者間間骨骨髄髄移移植植でではは 7788..66％％ででああるる。。  

慢慢性性骨骨髄髄性性白白血血病病ににおおけけるる、、1166 歳歳以以上上ででのの同同種種移移植植ににおおいいてて、、直直近近 1100 年年間間のの初初回回移移植植のの
登登録録件件数数はは約約 665500 件件でであありり、、非非血血縁縁者者間間骨骨髄髄移移植植がが多多くく行行わわれれてていいるる。。  

移移植植後後 55 年年生生存存率率はは、、血血縁縁者者間間骨骨髄髄移移植植でではは 7744..44％％、、血血縁縁者者間間末末梢梢血血幹幹細細胞胞移移植植、、非非血血縁縁
者者間間移移植植でではは 6600％％程程度度ででああるる。。  
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移植後の成績
●●●慢性骨髄性白血病●●●

移植時年齢

00～～1155歳
適合

同胞間移植

 

 
 

※※症症例例数数がが極極めめてて少少なないいたためめ省省略略  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

移植後の成績
●●●慢性骨髄性白血病●●●

移植時年齢

1166歳以上
適合

同胞間移植

直近10年(2011年～2020年)に移植された登録例の生存率 (初回移植)

•標準リスク群

•高リスク群

 

 

 

 

 
移植時病期に基づくリスク分類 

標準リスク群：完全血液学的反応(CHR)／初回慢性期 
高リスク群  ：第二以降の慢性期／移行期／急性転化期  

慢慢性性骨骨髄髄性性白白血血病病ににおおけけるる 1166 歳歳以以上上ででのの HHLLAA 適適合合同同胞胞間間移移植植ににおおいいてて、、直直近近 1100 年年間間のの初初
回回移移植植のの登登録録件件数数はは約約 113300 件件でであありり、、高高リリススクク群群がが 6655％％程程度度をを占占めめるる。。  

移移植植後後 55 年年生生存存率率はは、、標標準準リリススクク群群でではは 8899..11％％、、高高リリススクク群群でではは 6600..33％％ででああるる。。  
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移植後の成績
●●●慢性骨髄性白血病●●●

移植時年齢

00～～1155歳
非血縁者間
骨髄移植

 

 
 

※※症症例例数数がが極極めめてて少少なないいたためめ省省略略  
  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

移植後の成績
●●●慢性骨髄性白血病●●●

移植時年齢

1166歳以上
非血縁者間
骨髄移植

直近10年(2011年～2020年)に移植された登録例の生存率 (初回移植)

•標準リスク群

•高リスク群

 

 

 

 

 
移植時病期に基づくリスク分類 

標準リスク群：完全血液学的反応(CHR)／初回慢性期 
高リスク群  ：第二以降の慢性期／移行期／急性転化期  

慢慢性性骨骨髄髄性性白白血血病病ににおおけけるる 1166 歳歳以以上上ででのの非非血血縁縁者者間間骨骨髄髄移移植植ににおおいいてて、、直直近近 1100 年年間間のの初初
回回移移植植のの登登録録件件数数はは約約 226600 件件でであありり、、高高リリススクク群群がが 6655％％程程度度をを占占めめるる。。  

移移植植後後 55 年年生生存存率率はは、、標標準準リリススクク群群、、高高リリススクク群群ととももにに 6600～～7700％％程程度度ででああるる。。  
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移植後の成績
●●●慢性骨髄性白血病●●●

移植時年齢

00～～1155歳
非血縁者間
さい帯血移植

 

 
 

※※症症例例数数がが極極めめてて少少なないいたためめ省省略略  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

移植後の成績
●●●慢性骨髄性白血病●●●

移植時年齢

1166歳以上
非血縁者間
さい帯血移植

直近10年(2011年～2020年)に移植された登録例の生存率 (初回移植)

•標準リスク群

•高リスク群

 

 

 

 

 
移植時病期に基づくリスク分類 

標準リスク群：完全血液学的反応(CHR)／初回慢性期 
高リスク群  ：第二以降の慢性期／移行期／急性転化期  

慢慢性性骨骨髄髄性性白白血血病病ににおおけけるる 1166 歳歳以以上上ででのの非非血血縁縁者者間間ささいい帯帯血血移移植植ににおおいいてて、、直直近近 1100 年年間間
のの初初回回移移植植のの登登録録件件数数はは約約 119900 件件でであありり、、高高リリススクク群群がが約約 7755％％をを占占めめるる。。  

移移植植後後 55 年年生生存存率率はは、、標標準準リリススクク群群でではは 7799..88％％、、高高リリススクク群群でではは 5566..44％％ででああるる。。  
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移植後の成績
●●●骨髄異形成症候群●●●<同種><0-15歳>

移植時年齢

00～～1155歳
同種移植

•血縁者間 骨髄移植

•非血縁者間 骨髄移植

•非血縁者間 さい帯血移植

•血縁者間 末梢血幹細胞移植

直近10年(2011年～2020年)に移植された登録例の生存率 (初回移植)

 

 

 

 

 

移植後の成績
●●●骨髄異形成症候群●●●<同種><16歳以上>

移植時年齢

1166歳以上
同種移植

•血縁者間 骨髄移植

•非血縁者間 骨髄移植
•血縁者間 末梢血幹細胞移植

•非血縁者間 さい帯血移植

直近10年(2011年～2020年)に移植された登録例の生存率 (初回移植)

 

 

 

 

 

  

骨骨髄髄異異形形成成症症候候群群ににおおけけるる 1155 歳歳以以下下ででのの同同種種移移植植ににおおいいてて、、直直近近 1100 年年間間のの初初回回移移植植のの登登
録録件件数数はは約約 225500 件件でであありり、、非非血血縁縁者者間間骨骨髄髄移移植植がが多多くく行行わわれれてていいるる。。  

移移植植後後 55 年年生生存存率率はは、、血血縁縁、、非非血血縁縁者者間間骨骨髄髄移移植植ととももにに 8855％％以以上上ででああるる。。  

骨骨髄髄異異形形成成症症候候群群ににおおけけるる 1166 歳歳以以上上ででのの同同種種移移植植ににおおいいてて、、直直近近 1100 年年間間のの初初回回移移植植のの登登
録録件件数数はは 33,,000000 件件をを超超ええ、、非非血血縁縁者者間間骨骨髄髄移移植植がが多多くく行行わわれれてていいるる。。  

移移植植後後 55 年年生生存存率率はは、、4400～～5500％％程程度度ででああるる。。  
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移植後の成績
●●●骨髄異形成症候群●●●

移植時年齢

00～～1155歳
適合

同胞間移植

直近10年(2011年～2020年)に移植された登録例の生存率 (初回移植)

•標準リスク群

•高リスク群

 

 

 

移植後の成績
●●●骨髄異形成症候群●●●

移植時年齢

1166歳以上
適合

同胞間移植

直近10年(2011年～2020年)に移植された登録例の生存率 (初回移植)

•標準リスク群

•高リスク群

 

 
 
移植時病期に基づくリスク分類 

標準リスク群：[WHO2017 分類]  
MDS with single lineage dysplasia／MDS-RS and single lineage dysplasia／MDS-RS and multilineage dysplasia／MDS with  
multilineage dysplasia／MDS with isolated del(5q)／MDS, unclassifiable／Refractory cytopenia of childhood (provisional entity) 

[WHO 旧分類・FAB 分類] 
RA／RARS／RCMD／RCMD-RS／5q-syndrome 

高リスク群  ：[WHO2017 分類]  
MDS with excess blasts-1 (MDS-EB-1)／MDS with excess blasts-2 (MDS-EB-2) 

[WHO 旧分類・FAB 分類] 
RAEB／RAEBt／RAEB-1/RAEB-2  

骨骨髄髄異異形形成成症症候候群群ににおおけけるる 1155 歳歳以以下下ででのの HHLLAA 適適合合同同胞胞間間移移植植ににおおいいてて、、直直近近 1100 年年間間のの初初
回回移移植植のの登登録録件件数数はは 5500 件件程程度度でであありり、、標標準準リリススクク群群がが多多いい。。  

移移植植後後 55 年年生生存存率率はは、、標標準準リリススクク群群でではは 9911..00％％、、高高リリススクク群群でではは 7722..99％％ででああるる。。  

骨骨髄髄異異形形成成症症候候群群ににおおけけるる 1166 歳歳以以上上ででのの HHLLAA 適適合合同同胞胞間間移移植植ににおおいいてて、、直直近近 1100 年年間間のの初初
回回移移植植のの登登録録件件数数はは約約 553300 件件でであありり、、高高リリススクク群群がが 6655％％程程度度をを占占めめるる。。  

移移植植後後 55 年年生生存存率率はは、、標標準準リリススクク群群でではは 6644..00％％、、高高リリススクク群群でで 4444..44％％ででああるる。。  
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移植後の成績
●●●骨髄異形成症候群●●●

移植時年齢

00～～1155歳
非血縁者間
骨髄移植

直近10年(2011年～2020年)に移植された登録例の生存率 (初回移植)

•標準リスク群

•高リスク群

 

 

 

移植後の成績
●●●骨髄異形成症候群●●●

移植時年齢

1166歳以上
非血縁者間
骨髄移植

直近10年(2011年～2020年)に移植された登録例の生存率 (初回移植)

•標準リスク群

•高リスク群

 

 
 
移植時病期に基づくリスク分類 

標準リスク群：[WHO2017 分類]  
MDS with single lineage dysplasia／MDS-RS and single lineage dysplasia／MDS-RS and multilineage dysplasia／MDS with  
multilineage dysplasia／MDS with isolated del(5q)／MDS, unclassifiable／Refractory cytopenia of childhood (provisional entity) 

[WHO 旧分類・FAB 分類] 
RA／RARS／RCMD／RCMD-RS／5q-syndrome 

高リスク群  ：[WHO2017 分類]  
MDS with excess blasts-1 (MDS-EB-1)／MDS with excess blasts-2 (MDS-EB-2) 

[WHO 旧分類・FAB 分類] 
RAEB／RAEBt／RAEB-1/RAEB-2  

骨骨髄髄異異形形成成症症候候群群ににおおけけるる 1166 歳歳以以上上ででのの非非血血縁縁者者間間骨骨髄髄移移植植ににおおいいてて、、直直近近 1100 年年間間のの初初
回回移移植植のの登登録録件件数数はは約約 11,,550000 件件でであありり、、高高リリススクク群群がが約約 6600％％をを占占めめるる。。  

移移植植後後 55 年年生生存存率率はは、、標標準準リリススクク群群でではは 5533..55％％、、高高リリススクク群群でではは 4422..33％％ででああるる。。  

骨骨髄髄異異形形成成症症候候群群ににおおけけるる 1155 歳歳以以下下ででのの非非血血縁縁者者間間骨骨髄髄植植ににおおいいてて、、直直近近 1100 年年間間のの初初回回
移移植植のの登登録録件件数数はは約約 110000 件件ででああるる。。  

移移植植後後 55 年年生生存存率率はは、、標標準準リリススクク群群でではは 9911..33％％、、高高リリススクク群群でではは 7766..22％％とと良良好好ででああるる。。  
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移植後の成績
●●●骨髄異形成症候群●●●

移植時年齢

00～～1155歳
非血縁者間
さい帯血移植

直近10年(2011年～2020年)に移植された登録例の生存率 (初回移植)

•標準リスク群

•高リスク群

 

 

 

移植後の成績
●●●骨髄異形成症候群●●●

移植時年齢

1166歳以上
非血縁者間
さい帯血移植

直近10年(2011年～2020年)に移植された登録例の生存率 (初回移植)

•標準リスク群

•高リスク群

 

 
 
移植時病期に基づくリスク分類 

標準リスク群：[WHO2017 分類]  
MDS with single lineage dysplasia／MDS-RS and single lineage dysplasia／MDS-RS and multilineage dysplasia／MDS with  
multilineage dysplasia／MDS with isolated del(5q)／MDS, unclassifiable／Refractory cytopenia of childhood (provisional entity) 

[WHO 旧分類・FAB 分類] 
RA／RARS／RCMD／RCMD-RS／5q-syndrome 

高リスク群  ：[WHO2017 分類]  
MDS with excess blasts-1 (MDS-EB-1)／MDS with excess blasts-2 (MDS-EB-2) 

[WHO 旧分類・FAB 分類] 
RAEB／RAEBt／RAEB-1/RAEB-2  

骨骨髄髄異異形形成成症症候候群群ににおおけけるる 1155 歳歳以以下下ででのの非非血血縁縁者者間間ささいい帯帯血血移移植植ににおおいいてて、、直直近近 1100 年年間間
のの初初回回移移植植のの登登録録件件数数はは 5500 件件未未満満ででああるる。。  

移移植植後後 55 年年生生存存率率はは、、標標準準リリススクク群群でではは 7733..66％％、、高高リリススクク群群でではは 6622..55％％ででああるる。。  

骨骨髄髄異異形形成成症症候候群群ににおおけけるる 1166 歳歳以以上上ででのの非非血血縁縁者者間間ささいい帯帯血血移移植植ににおおいいてて、、直直近近 1100 年年間間
のの初初回回移移植植のの登登録録件件数数はは 11,,005500 件件でであありり、、高高リリススクク群群がが約約 7700％％をを占占めめるる。。  

移移植植後後 55 年年生生存存率率はは、、標標準準リリススクク群群でではは 4477..99％％、、高高リリススクク群群でではは 4400..44％％ででああるる。。  
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移植後の成績
●●●非ホジキンリンパ腫●●●<同種><0-15歳>

移植時年齢

00～～1155歳
同種移植

•血縁者間 骨髄移植

•非血縁者間 骨髄移植

•非血縁者間 さい帯血移植

•血縁者間 末梢血幹細胞移植

直近10年(2011年～2020年)に移植された登録例の生存率 (初回移植)

 

 

 

 

 

移植後の成績
●●●非ホジキンリンパ腫●●●<同種><16歳以上>

移植時年齢

1166歳以上
同種移植

•血縁者間 骨髄移植
•非血縁者間 骨髄移植

•血縁者間 末梢血幹細胞移植

•非血縁者間 さい帯血移植

直近10年(2011年～2020年)に移植された登録例の生存率 (初回移植)

 

 

 

  

非非ホホジジキキンンリリンンパパ腫腫ににおおけけるる 1155 歳歳以以下下ででのの同同種種移移植植ににおおいいてて、、直直近近 1100 年年間間のの初初回回移移植植のの
登登録録件件数数はは約約 110000 件件でであありり、、非非血血縁縁者者間間ささいい帯帯血血移移植植がが多多いい。。  

移移植植後後 55 年年生生存存率率はは、、血血縁縁者者間間骨骨髄髄移移植植、、非非血血縁縁者者間間ささいい帯帯血血移移植植ととももにに 7722..00％％ででああるる。。  

非非ホホジジキキンンリリンンパパ腫腫ににおおけけるる 1166 歳歳以以上上ででのの同同種種移移植植ににおおいいてて、、直直近近 1100 年年間間のの初初回回移移植植のの
登登録録件件数数はは 22,,000000 件件をを超超ええ、、非非血血縁縁者者間間ささいい帯帯血血移移植植がが多多いい。。  

移移植植後後 55 年年生生存存率率はは、、血血縁縁者者間間骨骨髄髄移移植植とと非非血血縁縁者者間間骨骨髄髄移移植植でではは 5500％％程程度度、、血血縁縁者者間間
末末梢梢血血幹幹細細胞胞移移植植、、非非血血縁縁者者間間ささいい帯帯血血移移植植でではは約約 3355％％ででああるる。。  
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移植後の成績
●●●非ホジキンリンパ腫●●●

移植時年齢

00～～1155歳
適合

同胞間移植

 

 
 

※※症症例例数数がが極極めめてて少少なないいたためめ省省略略  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

移植後の成績
●●●非ホジキンリンパ腫●●●

移植時年齢

1166歳以上
適合

同胞間移植

直近10年(2011年～2020年)に移植された登録例の生存率 (初回移植)

•初回無治療 初回奏効導入不能 初回治療にて部分奏効未満 再発

•第二 部分奏効

•初回 完全奏効
•初回 部分奏効

•第二 完全奏効

•第三以上 完全奏効

 

 

 

 

 

  

非非ホホジジキキンンリリンンパパ腫腫ににおおけけるる 1166 歳歳以以上上ででのの HHLLAA 適適合合同同胞胞間間移移植植ににおおいいてて、、直直近近 1100 年年間間
のの初初回回移移植植のの登登録録件件数数はは約約 550000 件件でであありり、、移移植植時時病病期期がが初初回回無無治治療療//初初回回奏奏効効導導入入不不能能((初初回回
治治療療ににてて部部分分奏奏効効未未満満))//再再発発がが多多くく、、4400％％程程度度をを占占めめるる。。  

移移植植後後 55 年年生生存存率率はは、、移移植植時時病病期期がが第第二二以以上上のの完完全全奏奏効効でではは約約 7755％％、、初初回回完完全全奏奏効効でではは
6677..33％％、、部部分分奏奏効効でで約約 5555％％、、初初回回無無治治療療//初初回回奏奏効効導導入入不不能能((初初回回治治療療ににてて部部分分奏奏効効未未満満))//再再
発発でではは 2299..11％％ででああるる。。  
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移植後の成績
●●●非ホジキンリンパ腫●●●

移植時年齢

00～～1155歳
非血縁者間
骨髄移植

直近10年(2011年～2020年)に移植された登録例の生存率 (初回移植)

•第二 部分奏効

•初回 完全奏効

•初回 部分奏効

•第二 完全奏効

•初回無治療 初回奏効導入不能 初回治療にて
部分奏効未満 再発

•第三以上 完全奏効

 

 

 

 

 

移植後の成績
●●●非ホジキンリンパ腫●●●

移植時年齢

1166歳以上
非血縁者間
骨髄移植

直近10年(2011年～2020年)に移植された登録例の生存率 (初回移植)

•初回無治療 初回奏効導入不能 初回治療にて部分奏効未満 再発

•第二 部分奏効

•初回 完全奏効

•初回 部分奏効

•第二 完全奏効

•第三以上 完全奏効

 

 

 

  

非非ホホジジキキンンリリンンパパ腫腫ににおおけけるる 1155 歳歳以以下下ででのの非非血血縁縁者者間間骨骨髄髄移移植植ににおおいいてて、、直直近近 1100 年年間間のの
初初回回移移植植のの登登録録件件数数はは 3300 件件程程度度ででああるる。。  

移移植植後後 55 年年生生存存率率はは、、移移植植時時病病期期がが第第二二完完全全奏奏効効、、初初回回無無治治療療//初初回回奏奏効効導導入入不不能能((初初回回治治
療療ににてて部部分分奏奏効効未未満満))//再再発発ににおおいいててはは 5500％％以以上上ででああるる。。  生
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非非ホホジジキキンンリリンンパパ腫腫ににおおけけるる 1166 歳歳以以上上ででのの非非血血縁縁者者間間骨骨髄髄移移植植ににおおいいてて、、直直近近 1100 年年間間
のの初初回回移移植植のの登登録録件件数数はは約約 665500 件件でであありり、、移移植植時時病病期期がが初初回回無無治治療療//初初回回奏奏効効導導入入不不能能((初初
回回治治療療ににてて部部分分奏奏効効未未満満))//再再発発がが 4400％％程程度度をを占占めめるる。。  

移移植植後後 55 年年生生存存率率はは、、移移植植時時病病期期がが完完全全奏奏効効でではは 6600～～6655％％でであありり、、部部分分奏奏効効でではは 5500％％前前
後後、、初初回回無無治治療療//初初回回奏奏効効導導入入不不能能((初初回回治治療療ににてて部部分分奏奏効効未未満満))//再再発発でではは 3333..33％％ででああるる。。  
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移植後の成績
●●●非ホジキンリンパ腫●●●

移植時年齢

00～～1155歳
非血縁者間
さい帯血移植

直近10年(2011年～2020年)に移植された登録例の生存率 (初回移植)

•第二 部分奏効

•初回 完全奏効

•第三以上 完全奏効
•第二 完全奏効

•初回無治療 初回奏効導入不能 初回治療にて部分奏効未満 再発

 
  

 

 

 

移植後の成績
●●●非ホジキンリンパ腫●●●

移植時年齢

1166歳以上
非血縁者間
さい帯血移植

直近10年(2011年～2020年)に移植された登録例の生存率 (初回移植)

•初回無治療 初回奏効導入不能 初回治療にて部分奏効未満 再発

•第二 部分奏効

•初回 完全奏効

•初回 部分奏効 •第二 完全奏効

•第三以上 完全奏効

 
 

 

 

  

非非ホホジジキキンンリリンンパパ腫腫ににおおけけるる 1166 歳歳以以上上ででのの非非血血縁縁者者間間ささいい帯帯血血移移植植ににおおいいてて、、直直近近 1100
年年間間のの初初回回移移植植のの登登録録件件数数はは約約 990000 件件でであありり、、移移植植時時病病期期がが初初回回無無治治療療//初初回回奏奏効効導導入入不不能能
((初初回回治治療療ににてて部部分分奏奏効効未未満満))//再再発発がが約約半半数数をを占占めめるる。。  

移移植植後後 55 年年生生存存率率はは、、移移植植時時病病期期がが初初回回完完全全奏奏効効でではは 5566..44％％、、初初回回部部分分奏奏効効でではは 5533..11％％、、
初初回回無無治治療療//初初回回奏奏効効導導入入不不能能((初初回回治治療療ににてて部部分分奏奏効効未未満満))//再再発発でではは 2277..33％％ででああるる。。  

非非ホホジジキキンンリリンンパパ腫腫ににおおけけるる 1155 歳歳以以下下ででのの非非血血縁縁者者間間ささいい帯帯血血移移植植ににおおいいてて、、直直近近 1100
年年間間のの初初回回移移植植のの登登録録件件数数はは 5500 件件未未満満ででああるる。。  

移移植植後後 55 年年生生存存率率はは、、移移植植時時病病期期がが完完全全奏奏効効でではは 7755％％以以上上、、初初回回無無治治療療//初初回回奏奏効効導導入入不不
能能((初初回回治治療療ににてて部部分分奏奏効効未未満満))//再再発発でではは 5555..44％％ででああるる。。  生
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移植後の成績
●●●多発性骨髄腫を含む形質細胞性腫瘍●●●
直近10年(2011年～2020年)に移植された登録例の生存率 (初回移植)

自家移植

移植時年齢

1166歳以上
自家移植

 

 

 

 

 

移植後の成績
●●●多発性骨髄腫を含む形質細胞性腫瘍●●●<同種><16歳以上>

•非血縁者間 さい帯血移植

•非血縁者間 骨髄移植

•血縁者間 末梢血幹細胞移植

•血縁者間 骨髄移植

直近10年(2011年～2020年)に移植された登録例の生存率 (初回移植)

移植時年齢

1166歳以上
同種移植

 

 

 

 

  

多多発発性性骨骨髄髄腫腫ににおおけけるる 1166 歳歳以以上上ででのの自自家家移移植植ににおおいいてて、、直直近近 1100 年年間間のの初初回回移移植植のの登登録録件件
数数はは 77,,000000 件件にに及及ぶぶ。。  

移移植植後後 55 年年生生存存率率はは、、7722..33％％ででああるる。。  
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多多発発性性骨骨髄髄腫腫ににおおけけるる 1166 歳歳以以上上ででのの同同種種移移植植ににおおいいてて、、直直近近 1100 年年間間のの初初回回移移植植のの登登録録件件
数数はは 7766 件件ででああるる。。  

移移植植後後 55 年年生生存存率率はは、、血血縁縁者者間間末末梢梢血血幹幹細細胞胞移移植植でではは 3388..33％％、、非非血血縁縁者者間間骨骨髄髄移移植植でではは
2233..00％％ででああるる。。  
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移植後の成績
●●●多発性骨髄腫を含む形質細胞性腫瘍●●●
直近10年(2011年～2020年)に移植された登録例の生存率 (初回移植)

•進行 再発

•最良部分奏効

•部分奏効

•完全奏効 厳格な完全奏効

•安定

移植時年齢

1166歳以上
自家移植

 

 

 

 

 

移植後の成績
●●●多発性骨髄腫を含む形質細胞性腫瘍●●●
直近10年(2011年～2020年)に移植された登録例の生存率 (初回移植)

•進行 再発

•最良部分奏効

•部分奏効

•完全奏効 厳格な完全奏効

•安定

移植時年齢

1166歳以上
同種移植

 

 

 

 

 

 

  

多多発発性性骨骨髄髄腫腫ににおおけけるる 1166 歳歳以以上上ででのの自自家家移移植植ににおおいいてて、、直直近近 1100 年年間間のの初初回回移移植植のの登登録録件件
数数はは約約 66,,550000 件件でであありり、、移移植植時時病病期期がが最最良良部部分分奏奏効効、、部部分分奏奏効効ががそそれれぞぞれれ約約 3300％％をを占占めめるる。。  

移移植植後後 55 年年生生存存率率はは、、完完全全奏奏効効//厳厳格格なな完完全全奏奏効効でではは 7788..77％％、、最最良良部部分分奏奏効効でではは 7733..00％％、、
部部分分奏奏効効でではは 6699..99％％ででああるる。。  

多多発発性性骨骨髄髄腫腫ににおおけけるる 1166 歳歳以以上上ででのの同同種種移移植植ににおおいいてて、、直直近近 1100 年年間間のの初初回回移移植植のの登登録録件件
数数はは約約 7700 件件でであありり、、移移植植時時病病期期がが部部分分奏奏効効ででのの移移植植がが多多いい。。  

移移植植後後 55 年年生生存存率率はは、、最最良良部部分分奏奏効効、、部部分分奏奏効効でではは 3300％％程程度度ででああるる。。  
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移植後の成績
●●●多発性骨髄腫を含む形質細胞性腫瘍●●●

移植時年齢

1166歳以上
適合

同胞間移植

 

 

 

※※症症例例数数がが極極めめてて少少なないいたためめ省省略略  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

移植後の成績
●●●多発性骨髄腫を含む形質細胞性腫瘍●●●

移植時年齢

1166歳以上
非血縁者間
骨髄移植

 

  

  

※※症症例例数数がが極極めめてて少少なないいたためめ省省略略  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

移植後の成績
●●●多発性骨髄腫を含む形質細胞性腫瘍●●●

移植時年齢

1166歳以上
非血縁者間
さい帯血移植

 

  

  

※※症症例例数数がが極極めめてて少少なないいたためめ省省略略  
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移植後の成績
●●●再生不良性貧血●●●<同種><0-15歳>

移植時年齢

00～～1155歳
同種移植

•血縁者間 骨髄移植

•非血縁者間 骨髄移植

•非血縁者間 さい帯血移植

•血縁者間 末梢血幹細胞移植

直近10年(2011年～2020年)に移植された登録例の生存率 (初回移植)

 

 

 

 

 

移植後の成績
●●●再生不良性貧血●●●<同種><16歳以上>

移植時年齢

1166歳以上
同種移植

•血縁者間 骨髄移植

•非血縁者間 骨髄移植

•血縁者間 末梢血幹細胞移植

•非血縁者間 さい帯血移植

直近10年(2011年～2020年)に移植された登録例の生存率 (初回移植)

 

 

 

 

  

再再生生不不良良性性貧貧血血ににおおけけるる 1155 歳歳以以下下ででのの同同種種移移植植ににおおいいてて、、直直近近 1100 年年間間のの初初回回移移植植のの登登録録
件件数数はは約約 330000 件件でであありり、、血血縁縁者者間間骨骨髄髄移移植植、、非非血血縁縁者者間間骨骨髄髄移移植植がが多多くく行行わわれれてていいるる。。  

移移植植後後 55 年年生生存存率率はは、、血血縁縁者者間間骨骨髄髄移移植植、、非非血血縁縁者者間間移移植植でではは 9900％％以以上上とと良良好好ででああるる。。  

再再生生不不良良性性貧貧血血ににおおけけるる 1166 歳歳以以上上ででのの同同種種移移植植ににおおいいてて、、直直近近 1100 年年間間のの初初回回移移植植のの登登録録
件件数数はは約約 668800 件件でであありり、、非非血血縁縁者者間間骨骨髄髄移移植植がが約約 4400％％をを占占めめるる。。  

移移植植後後 55 年年生生存存率率はは、、血血縁縁、、非非血血縁縁者者間間移移植植ととももにに 6655％％以以上上でであありり、、血血縁縁者者間間骨骨髄髄移移植植
でではは 8877..99％％ででああるる。。  
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直近10年(2011年～2020年)に移植された登録例の生存率 (初回移植)

移植後の成績
●●●再生不良性貧血●●●<同種><0-15歳>

移植時年齢

00～～1155歳
同種移植

• 適合 同胞間移植

•非血縁者間 骨髄移植

•非血縁者間 さい帯血移植

 

 

 

 

 

移植後の成績
●●●再生不良性貧血●●●<同種><16歳以上>

移植時年齢

1166歳以上
同種移植

•非血縁者間 骨髄移植

•非血縁者間 さい帯血移植

直近10年(2011年～2020年)に移植された登録例の生存率 (初回移植)

• 適合 同胞間移植

 

 

 

 

 

  

再再生生不不良良性性貧貧血血ににおおけけるる 1166 歳歳以以上上のの HHLLAA 適適合合同同胞胞間間移移植植、、非非血血縁縁者者間間骨骨髄髄移移植植おおよよびび非非
血血縁縁者者間間ささいい帯帯血血移移植植ににおおいいてて、、直直近近 1100 年年間間のの初初回回移移植植のの登登録録件件数数はは約約 663300 件件でであありり、、非非
血血縁縁者者間間骨骨髄髄移移植植がが多多いい。。  

移移植植後後 55 年年生生存存率率はは、、HHLLAA 適適合合同同胞胞間間移移植植でではは 8833..22％％、、非非血血縁縁者者間間骨骨髄髄移移植植でではは 7744..33％％でで
ああるる。。  

再再生生不不良良性性貧貧血血ににおおけけるる 1155 歳歳以以下下のの HHLLAA 適適合合同同胞胞間間移移植植、、非非血血縁縁者者間間骨骨髄髄移移植植おおよよびび非非
血血縁縁者者間間ささいい帯帯血血移移植植ににおおいいてて、、直直近近 1100 年年間間のの初初回回移移植植のの登登録録件件数数はは約約 226600 件件ででああるる。。  

移移植植後後 55 年年生生存存率率はは、、いいずずれれのの移移植植種種類類ににおおいいててもも 9900％％以以上上ででああるる。。  
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